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●東京（羽田）から ＿＿＿ 約1時間15分
●鳥取砂丘コナン空港からタクシーで約5分

●京　都から ＿＿＿ 約3時間25分
●大　阪から ＿＿＿ 約2時間55分
●三ノ宮から ＿＿＿ 約2時間40分
●姫　路から ＿＿＿ 約2時間05分
●広　島から ＿＿＿ 約5時間30分

飛行機

バ　ス

●東　京から ＿＿＿ 約4時間55分
●名古屋から ＿＿＿ 約3時間10分
●京　都から ＿＿＿ 約3時間
●大　阪から ＿＿＿ 約2時間30分
●三ノ宮から ＿＿＿ 約2時間10分
●姫　路から ＿＿＿ 約1時間30分
●岡　山から ＿＿＿ 約1時間45分
●高　松から ＿＿＿ 約2時間50分
●広　島から ＿＿＿ 約2時間30分
●博　多から ＿＿＿ 約3時間35分
●JR鳥取駅からJRで約10分、JR鳥取大学前駅で下車すぐ
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柔軟で強固な「専門基礎力」に加え、その専門能力を充分に発揮し、
様々な分野でグローバルに活躍する人材を育てる４つの教育プログラム

電気情報系学科では、電気情報系の広範な学問領域を網羅した基礎から応用に至る系統的なカリキュラムを設定し、講義や演習、実験を通じて、
電気電子回路、電子デバイス、コンピュータ、知識処理、情報通信、システム制御等の知識を総合的に修得できます。教育プログラムとしては、電気
電子回路から電子デバイス・電力に至るあらゆる電気電子に関わる電気電子工学プログラム、コンピュータと情報ネットワークを主とするコン
ピュータサイエンスプログラム、情報通信とシステム制御の技術を主とする電子情報制御システムプログラム、電気情報系分野の技術を基盤と
した医学との融合技術を学ぶ医工学プログラムの４種類を設けています。プログラム選択は、２年次前期開始前に決定します。プログラム決定後
は、自分のキャリアパスを見据えて、学年進行に伴って工学系の基礎的スキルアップのための専門基礎科目、専門分野に特化した専門科目、およ
び多分野融合科目から幅広く履修選択できます。４年次の「卒業研究」では、3年次までに修得した専門分野の知識をもとに、先進的・実践的な研究
課題に取り組みます。また、異分野融合的な課題にも対応できるようにプログラムを越えた指導も行います。

つのプログラムが
現代社会で働ける4

4
あなたを作る

社会で活躍する先輩に聞く!

大学ではサークル活動や専門分野の異なる仲
間との出会い、卒業研究などの学びやチャンス
の機会がたくさんあります。これらの機会を自
分なりに活かして一生の友達が作れたこと、成
功や失敗を経験し学んできたことは大きな財
産です。特に研究室に所属して身に付けた「論
理的思考」は現在の仕事だけでなく、人生を楽
しむための道具にもなっています。「チャンスの
ある場所に行こう！」、「チャンスを活かそう！」
という気持ちで鳥取大学で過ごせば、入学前

後では考えられないくらいの成長した自分に出会える環境があると思
います。物事の成否にとらわれて縮こまらず、何事にも積極的に挑戦して
充実した大学生活にしてもらえると嬉しいです。

チャンスや人との出会いを大切に

細川　佳大さん
2021年度
大学院持続性
社会創生科学研究科　
情報エレクトロニクスコース
博士前期課程修了
株式会社ダイヘン勤務

一生ものの経験

大下　優真さん
2021年度
持続性社会創生科学研究科
博士前期課程修了
セイコーエプソン株式会社

私は現在、製品の組み込みソフトウェアの設計業務に取り組んでいま
す。お客様に届けるものなので、信頼のおけるものに仕上げるべく、試
行錯誤の毎日ですが、それを支えているのは鳥取大学で培った専門性
と、なにより粘り強く物事に取り組む姿勢であると思います。大学での
講義や研究活動は、必ずしも簡単なことばかりではありません。しか
し、経験豊富な教授陣や、研究室の先輩方が時に厳しく、時に優しく導
いてくださいます。そうした中で、周囲の仲間とともに支え合って、議論
を重ねながら考え抜き、ひとつの論文を作り上げるという経験が、必ず

その後の人生において力になります。また、鳥取大学では、分野横断的な講義科目や、海外留学
制度に代表されるように、手を上げれば挑戦させてもらえるという文化があります。学生の自発
的に学ぼうという姿勢を尊重し、応援してくれる制度が整っていることも、鳥取大学の大きな魅
力のひとつです。このような恵まれた環境を活かして、自分だけの強みや自信を見つけてみては
いかがでしょうか。皆さんが実りの多いキャンパスライフを過ごされることを祈念しています。

■教育プログラムの特色
［プログラム別専門科目（必修）］

■カリキュラム

情報通信
三菱電機インフォメーションネットワーク，ケイズ，OKIソフトウエア，凸版印刷，メル
コ・パワー・システムズ，大日本印刷，鳥取県情報センター，オムロン ソフトウェア，
JFEシステムズ，ソフトクリエイトホールディングス，三菱電機コントロールソフト
ウェア，アクシス，アトラス情報サービス，アルファシステムズ，NECネッツエスアイ，
セリオ，東芝ディジタルソリューションズ，ハイテクノ，富士ソフト，富士通エフサス，
三井E&Sシステム技研，三菱電機インフォメーションシステムズ，ムラタシステム，
ラック，リコーITソリューションズ，菱友システムズ
電気機械器具製造
三菱電機，シャープ，デンソーテン，グローリー，三菱電機エンジニアリング，京セラ，
セイコーエプソン，ダイキン工業，出雲村田製作所，デンソー，富士通，NECプラット
フォームズ，ダイヘン，鶴見製作所，日亜化学工業，マキタ，村田製作所，ソニーＬＳ
Ｉデザイン，日本無線，ミネベアミツミ，リコーインダストリアルソリューションズ

一般機械器具製造
スズキ，アイシン・エイ・ダブリュ，NTN，ジェイテクト，ノーリツ，マツダ，三菱自動車
工業，モビテック，アイシン精機，コベルコ Ｅ＆Ｍ，椿本チエイン，バンドー化学

アウトソーシング
メイテック，アウトソーシングテクノロジー，アルトナー，アルプス技研

建設
きんでん，協和エクシオ，中電プラント，野里電気工業，本州四国連絡高速道路

エネルギー
関西電力，中国電力，中国電力ネットワーク

公務員
国家公務員，地方公務員

運輸・物流
ダイフク，西日本旅客鉄道

金融
鳥取銀行

その他製造
JFEプラントエンジ，カネカ，神鋼エンジニアリング＆メンテナンス，豊田合成，ニプロ，
三菱ケミカル

※過去５年分のデータに基づく

［業種別就職内定状況］

卒業生、大学院修了者は社会で活躍しています
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情報通信
30%

電気機械器具製造
27%

一般機械器具製造
14%

その他製造
6%

アウトソーシング
　　　　　　6%

建設  5%

公務員
　     4%

運輸・物流     2%
エネルギー   2%

金融　　 1%
その他　 3%

電磁気学 Ⅰ（静電磁気・電流）
電磁気学演習 Ⅰ
電気回路Ⅰ（回路の諸定理）
電気回路演習 Ⅰ

2年次前期

2年次後期
電磁気学Ⅱ（電磁誘導・電磁場）
電磁気学演習 Ⅱ　　電子回路基礎
電子回路基礎演習
電気回路 Ⅱ（交流回路）

コンピュータサイエンス
プログラム

電子情報制御システム
プログラム

電気電子工学
プログラム

 医工学
プログラム

確率・統計
電気回路 Ⅰ
電気回路演習 Ⅰ
人体の構造と機能

2年次前期

2年次後期
電子回路基礎
電子回路基礎演習
計測と制御
信号処理プログラミング演習

3年次前期
医工融合実践プロジェクト
医工技術概論

2年次前期

2年次後期

2年次前期

2年次後期

確率・統計
離散数学
データ構造とアルゴリズム Ⅰ
プログラミング演習Ⅲ
計算機構成論Ⅰ

データ構造とアルゴリズム Ⅱ
ソフトウエア工学
情報理論

確率・統計
電気回路 Ⅰ（回路の諸定理）
電気回路演習 Ⅰ

計測と制御
信号処理プログラミング演習

3年次前期
信号処理工学

大学入門ゼミ　情報リテラシ　キャリア入門　データサイエンス入門　基礎物理学Ⅰ
微分積分学Ⅰ 及び演習　線形代数学Ⅰ　数学基礎（複素数・集合と論理）　プログラミングⅠ　
プログラミング演習Ⅰ　工学倫理　電気情報系総論

基礎物理学Ⅱ　微分積分学Ⅱ 及び演習　線形代数学Ⅱ　物理学実験演習　論理回路　
プログラミングⅡ　プログラミング演習Ⅱ

卒業研究　電力Ⅱ(３相交流・送配電)　パターン認識論　ヒューマンコンピュータインタラクション　
電気電子設計製図　機械概論　生化学Ⅱ　医療情報システム学　医療英語

電気情報系実験Ⅰ　電磁気学Ⅱ（電磁誘導・電磁場）　電磁気学演習Ⅱ　量子力学　電子回路基礎　
電子回路基礎演習　電気回路Ⅱ（交流回路）　計測と制御　信号処理プログラミング演習　
データ構造とアルゴリズムⅡ　計算機構成論Ⅱ　ソフトウェア工学　情報理論

技術英語　電気情報系実験Ⅱ　固体電子論　半導体Ⅰ（基礎）　システム電子回路　電気機器（回転機と静止器）　
制御工学Ⅰ（古典制御）　オペレーティングシステム　組込みシステム基礎　情報セキュリティ　
言語とコンパイラ　信号処理工学　高電圧工学　電気法規及び電力施設管理　電気情報系特別講義Ⅰ～Ⅳ　
医工融合実践プロジェクト　医工技術概論

半導体Ⅱ（デバイス応用）　電気電子材料　電波工学（分布定数とアンテナ）  　電力Ⅰ（発変電）　
パワーエレクトロニクス　制御工学Ⅱ（現代制御）　情報ネットワーク　並列・分散プログラミング　
データベースと情報検索　人工知能　数理計画法　画像情報処理　情報通信工学　ロボット制御実習
プログラミング応用演習　電気電子工学実験　生化学Ⅰ　生命科学概論Ⅰ　

確率・統計　離散数学　微分方程式　複素関数論　フーリエ解析　電磁気学Ⅰ（静電磁気・電流）　
電磁気学演習Ⅰ　熱力学・統計力学　電気回路Ⅰ（回路の諸定理）　電気回路演習Ⅰ　
データ構造とアルゴリズムⅠ　プログラミング演習Ⅲ　計算機構成論Ⅰ　形式言語とオートマトン　数値計算法　
人体の構造と機能　健康と生体情報

卒業研究　機械設計製図基礎

※色付きの科目は全プログラム共通の必須科目。
※記載の科目のほかにも、1～3年次で教養科目と外国語科目を学びます。

1

2

3

4

年次

年次

年次

年次

外国語や数学などを中心に2年次以
降の学習のために必要な基礎的事項
を学習します。

3つのプログラム共通の科目や、各プ
ログラムの専門科目の講義に必要な
基礎科目を学習します。

より高度な知識の習得や、それを活用
するための演習、実験などの科目を履
修します。

卒業研究を中心に応用的な専門科目
を学び、総合的な能力を向上させるこ
とを目指します。

前期

前期

前期

前期

後期

後期

後期

後期



I n t e r v i e w

04 05

電気電子工学プログラム
暮らしを支える
「電気」の基礎から応用までを学ぶ
電気電子工学プログラムでは、電子デバイスやパワーエレクトロニクスに重点を置き、主に物
理・物性、半導体・材料、電気・電子回路、電力等の学問を学ぶことにより、将来これらを駆使し
て情報社会の基盤となる技術に携われる人材になることを目指します。具体的にはまず、統計
力学、電磁気学、量子力学等電気電子現象の基礎となる物理を学びます。また、半導体、電気電
子材料、電気回路、電子回路等、ハードウエア
を支える電子材料や、電気回路、電子回路等、
電子デバイスをシステム化する回路理論に
ついて学習します。さらに、電気機器、電力
等、パワーエレクトロニクスについても学習
します。卒業後は、大学院進学や電気関連（電機、
電子デバイス、電力等の分野）の他、情報通信・
製造業における技術者・研究者として活躍す
ることが期待されます。

私は研究室配属の時、形あるものを自らの手で
作製してみたいという意志から電子物理工学研
究室を志望し、現在、電流注入型発光素子に関
する研究を行っております。実際に素子を開発す
るまでに数多くの手順があり、良い結果を得るた
めに多くの時間を要し、苦労することも多々あり
ますが、周囲の人々からの手助けもあり、自ら新
たな素子の開発という難題に挑戦するという
日々にやりがいを感じながら活動しています。本
学科では数学や物理学等の科目に加え、プログ

ラミングやソフトウェア工学など、電気電子分野だけにとどまらず幅広い分
野を学ぶことが出来ます。その他、実験や設計製図など、実際に手を動かす
ことで専門的な技術を習得することができ、電力工学や電力施設管理など
の認定単位を修得することで電気主任技
術士や電気工事士の資格認定を得ること
が出来ます。自身もその成果を見ていただ
き、来年春から電力会社で働かせていただ
けることになりました。このように本学科は
電気やコンピュータ、ロボット工学などに
興味がある方にとって素晴らしい環境が備
わっており、講義や研究を通して将来に繋
がる知識や技術を習得できるという魅力が
あります。

暮らしを支える技術者になるために

蓬莱　良太さん
2022年度
博士前期課程入学

私は光半導体工学研究室にて酸化亜鉛という紫
外LED材料の開発を行っています。紫外LEDは
白色LEDや水・空気の殺菌など、産業や医療分
野での活用が進められており、その材料として用
いる酸化亜鉛の作製方法を研究しています。紫
外LEDへの応用のためには、p型n型半導体それ
ぞれ必要で、酸化亜鉛はp型化を阻害する欠陥
が多いことから、現状では実用レベルで使用でき
るほどの濃度のp型化に至っていません。そこで、
これまでp型化が報告されている結晶軸とは違い

90°回転させた結晶軸を用い、さらに成長温度を見直すことによって実用
レベルの濃度を持ったp型化を実現することに成功しました。現在はLED
化に向けたpn接合の作製を行っています。高品質な試料を作製するため、
結晶成長では細かい条件の変化が
結果に影響することを実感し、どん
な些細な点でも着目し考察してい
くことが大切であることを学びまし
た。研究では行き詰まることも多い
ですが、 指導教員の先生や研究室
のメンバーなど相談できる人が周
りにたくさんいるので、アドバイスを
もらい、軌道修正をしながら研究を
進めることができます。

次世代の紫外LED材料の開発

後藤　憲應さん
2022年度
博士前期課程入学

Electrical and Electronic Engineering

21世紀を支える電気電子分野のエンジニアへ

大観　光徳 教 授
専　　門/発光材料、
                   発光デバイス、
                   農業への光応用技術
担当科目/数学基礎、電磁気学、
                   固体電子工学

電気電子工学プログラムでは、AIやIoT社
会を支える電子デバイスから、持続可能
な社会を実現する上で省エネルギー化が
切望されている電力技術に至るまで、幅
広く電気電子工学分野のハードウェアに
関わる基礎や応用技術を習得することが
出来ます。３年生までは数学や物理学な
どの基礎科目や、電気回路や電磁気学、
半導工学などの専門科目を学びます。さ
らに当学は電気主任技術者や第２種電
気工事士の認定校ですので、所定の専門
科目の単位を取得すると、これら資格の
筆記試験が免除されます。４年生からの
卒業研究では、光半導体デバイスや受発
光材料、微小電気機械システム（MEMS）
デバイス等のテーマに取り組みます。これ
らのテーマには電気電子工学に限らず、
医学や農学などの異分野への応用研究も含まれます。材料やデバイス、
回路を自分自身で設計・作製し、その特性解析を繰り返し行うことによ
り、机上での勉強だけでは絶対に得られないエンジニアとしての洞察力
や感性が磨かれ、問題解決能力が養われます。バーチャルな情報に溢れ
る今だからこそ、本プログラムでリアルな「ハードウェア」に向き合い学
びませんか！

広島大学大学院工学研究科博
士前期課程修了後、1987年
（株）小松製作所中央研究所に
勤務。1991年4月鳥取大学工
学部助手。その後、助教授・准教
授を経て 2012年4月同大学院
工学研究科教授。

Profile

私が所属しているマイクロデバイス工学研究室で
は、様々な半導体微細加工技術を用いてMEMS
(Micro Electro Mechanical Systems)デバイス
を作製しております。MEMSデバイスは、半導体デバ
イスと異なり構造体を物理的に移動させることが可
能であるため、様々な分野と組み合わせることが可
能です。私は、「マイクロ流体デバイスによるリポソー
ムの作製」を行っています。リポソームとは脂質の膜
からなるカプセル状の小胞体のことを言います。人
間の皮膚に対して浸透しやすいなどの特徴があり、

化粧品など何らかの成分を効率的に浸透させたい場合に用いられています。マ
イクロ流体デバイスによってリポソームを作製することで、粒径の均一化、高効
率化を実現させることができます。また、超音
波素子導入による噴霧機能をデバイスに追加
するなど、これまでにない新しいデバイスの開
発を目指しています。流体力学や有機化学な
どの様々な知識も必要とされるので分からな
い事があれば、その都度調べるように努めて
います。この研究は企業との共同研究というこ
ともあり、打ち合わせやセミナーなどに参加し
自分からアイデアを提案したり、実際に企業
の方 と々交流して意見を貰うなど貴重な経験
をすることができ、やりがいを感じています。

これまでにないデバイスの開発

石飛　尚樹さん
2022年度
博士前期課程入学
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コンピュータサイエンスプログラムコンピュータサイエンスプログラム
情報化社会を担う
コンピュータの仕組みと利用法を学ぶ
コンピュータサイエンスプログラムでは、計算機科学や知識メディアに重点を置き、主に計算
機、ソフトウエア、知識処理、通信等の学問を学び、計算機の仕組みを理解した上で、ソフトウ
エア技術を知識処理に活用して情報社会の発展に寄与できる人材になることを目指します。
具体的にはまず、論理回路、計算機構成論等計算機の仕組みについて学習します。また、データ
構造とアルゴリズム、ソフトウエア工学、並
列・分散プログラミング等、計算機を活用す
るためのソフトウエア技術について学習し
ます。さらに、データベースと情報検索、画像
情報処理等、ソフトウエア技術を知識処理に
活用する方法について学習します。卒業後
は、大学院進学や情報通信（ソフトウエア、通
信等の分野）の他、電気・製造業における技術
者・研究者として活躍することが期待されま
す。

努力と協力で研究を遂行

但田　聖さん
2023年度
博士前期課程入学

近年、サイバー攻撃の脅威はますます深刻なもの
となっています。サイバー攻撃による被害を軽減
するには、マルウェアの検知が重要です。しかし、
最近のマルウェアはセキュリティソフトウェアによ
る検知を避けるように作られており、簡単に見つ
けることができません。そこで、私たちはマルウェ
アを動作的特徴から検知することを目指した研究
を行っています。具体的には、マルウェアの動作が
記録されたログデータに対して自然言語処理と
機械学習の手法を用いることで、マルウェアに特

有の動作を明らかにしようとしています。私は、研究室に配属された時点で
はマルウェアに関する知識・技術を持ち合わせておらず、実際にマルウェア
を扱うと聞いて難易度が高いように感じていました。しかし、先生方や先輩
方のサポートもあり、日々の研究活動を通じて研究に必要な知識・技術を着
実に身につけることができています。私が所属する社会情報システム研究
室では、マルウェア対策などの
サイバーセキュリティに関する
研究の他にも、様々な情報シス
テム開発に関する研究を行っ
ており、ゼミでのディスカッ
ションを通じて技術者としての
幅広い知識・技術を身につける
ことができます。

安全な情報社会を実現する

松田 祥希さん
2023年度
博士前期課程入学

Computer Science

コンピュータに知能を持たせよう

西山　正志 教 授
専　　門/画像認識
担当科目/線形代数学 Ⅰ、Ⅱ
　　　　   並列分散プログラミング

コンピュータサイエンスプログラムでは、
皆さまが普段からニュースなどでよくお聞
きしているAIなど、知能を持つコンピュータ
に関する情報技術を研鑽しています。先人
が積み上げてきた学問を礎とし、これまでに
ない新たな情報技術を研究開発することを
日々行っています。初学年では基礎的な科目
となる線形代数や微分積分から始まり、学年
が上がるにつれて知識処理などの専門的な
科目を修得していきます。四年生になると研
究室に配属され、それぞれの専門分野で新し
い情報技術を創造する卒業研究に取り組み
ます。例えば私の研究室では、画像を中心に
様々なパターンをコンピュータで認識する
知能処理ソフトウェアを研究しています。ま
た、認識された情報をユーザへ分かり易く伝
達するヒューマンインタフェースを研究し
ています。目の前の人や周囲の物体を瞬時に
正しく認識し、その人の状況に合った情報を
自然に心地よく表示する応用を目指しています。学生の皆さんと最新の情
報技術を常に学びつつ、これまでにない技術の創造に携わっています。コン
ピュータサイエンスプログラムで、これらの専門知識を身に付けて、希望に
あふれる未来を創造できる情報技術者を目指してみませんか。

岡山大学工学部情報工学科卒。
同大学院博士前期課程了後、（株）
東芝入社。同社研究開発センター
を経て、2015年鳥取大学大学院
工学研究科准教授。2022年より
鳥取大学工学部教授。2011年東
京大学大学院学際情報学府にて
博士（学際情報学）を取得。

Profile

大学生活は社会人と比べて、比較的自由な時間
が多いので、何事にも全力で取り組み、全力で楽
しんだものが勝ちだと考えています。「楽しむ」と
は遊びだけでなく、勉強と研究において興味を
持った分野を突き詰めることや、様々なことに挑
戦するという意味があります。本学科は電気、電
子、知能、情報など様々な分野について学ぶこと
ができ、大学4年生になった時に研究室に配属さ
れます。研究室では、それぞれの分野を専門とし、
高い専門性を身に付けることができます。そこで

自分にあったテーマを教授たちと話し合って決め、研究を進めていきます。
現在、私は農家が抱える様々な社会問題を解決するために、スマート農業
に注目し、AIと画像処理を組み合わせた研究をしています。所属している研
究室を選んだ理由は、大学3年生の授業で画像処理工学に興味を持ち、よ
り多くのことを学び、さら
に新しいことを想像して
みたいと考えたからです。
将来、農家が抱える社会
問題だけでなく色々な社
会問題を解決することが
夢です。

勉強・研究・遊びに全力で挑戦し、大学生活を楽しむ

花川　拓海さん
2022年度
博士前期課程入学

私が所属している応用計算知能研究室では、ラン
ダムフォレストや強化学習などの機械学習の応用
について研究を行っています。主に、遺伝子間の
制御関係についての研究と、観光支援を行う車載
器の開発を行っています。遺伝子間の制御関係推
定は新薬の開発に役立つ研究です。車載器の開
発は旅行者により快適な旅を提供します。私は車
載器が複雑な音声命令を解析できるようにする
ことを目的とした研究を行ってきました。研究を進
めていく中で、当初は考えていなかった課題など

が見つかることもありました。課題は時に難航し、先生からのご指導や研究
室の仲間から意見をもらうこともありました。このようにして課題を解決して
いき、質の高い研究をすることができたと感じました。また、完成度の高い研
究ができたと思ったので、学会にも参加しました。学会では、全国から大学生
や企業の方が集まり自分が行った研究について発表を行いました。私はそこ
で外部の人の発表を聞き、多くの刺激や新たな見識を得ることができまし
た。研究を通して、問題を解決する力
や、人に自分の考えを伝える力が身
についたと感じます。大学院に進学
してからは、学部で身に着けた力を
活かし、また先生や研究室の仲間た
ちとともに、社会に貢献できるよう
な研究をしていきたいと思います。



これからの社会を牽引する電子情報制御

中川　匡夫 教 授
専　　門/通信工学、
　　 　　ディジタル信号処理、
　　 　　高周波回路設計
担当科目/複素関数論、
　　　　 システム電子回路、
　　　　 電波工学、電気電子工学概論

私たちの生活の中で広く用いられている各種シ
ステムは、何らかの物理的な変化や状態を検知
し、それを電気信号に変換したうえで、機器の次
の動作を決定するための制御を行います。電子
情報制御プログラムは電気回路や各種セン
サーを中心としたハードウェアと多様なアルゴリ
ズムを実現したソフトウェアを融合させた広範
なシステム開発のベースとなる技術を学びます。
本プログラムの学生が将来関わるであろう分野
は自動車制御、医療機器制御、通信システム、エ
ネルギー管理システムなど多岐に渡ります。これ
ら広範なニーズに応えるために３年生までに数
学、論理回路、電気回路、プログラミング、通信な
どの科目を学びます。令和３年には計測と制御、
信号処理プログラミング演習、ロボット制御実
習などのより実践的な科目を新設しました。4年
生では研究室に所属して具体的な研究テーマに
取り組んで教員の指導の下で実際のシステムの
開発などを通じて知識や技術を身に着けてもら
うことになります。資源の乏しい日本は今後も技
術立国であることに変わりはありません。今後ますます電子情報制御プログラムが
提供する総合的で実践的な知識・技術が重要になってくると考えられます。

大阪大学基礎工学部物性物理工
学科卒。同大学院修士課程修了
後、1988年4月日本電信電話株
式会社入社、NTT未来ねっと研究
所にて無線通信の高周波回路設
計、ディジタル信号処理の研究開
発に従事。2016年11月鳥取大学
大学院工学研究科教授に就任。

Profile
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電子情報制御システムプログラム電子情報制御システムプログラム
人・環境を取り巻く
情報を処理・制御する方法を学ぶ
電子情報制御システムプログラムでは、システム制御や情報通信に重点を置き、主に電気・電
子回路、制御、ロボット、通信、信号処理等の学問を学び、これらに関わる専門知識を活用して
情報システムの開発設計分野で活躍できる人材になることを目指します。具体的にはまず、論
理回路、電気回路、電子回路等、システム制御の基礎となる回路理論を学びます。また、制御工
学、ロボット制御工学等のシステム制御の理
論や、情報理論、信号処理工学、通信・信号処
理に関わる理論を学びます。さらに、数値計
算法、データ構造とアルゴリズム、組み込み
システム等、システム開発に役立つ学問につ
いても学びます。卒業後は、大学院進学や情
報通信・電気・製造業（通信、システム制御分
野を含む）における技術者・研究者として活
躍することが期待されます。

私は脳波を用いた生体認証の研究を行ってい
ます。近年、PCやスマートフォンなどで顔や指紋
での生体認証が普及しており便利ですが、偽装
される危険性があります。そこで、それらの生体
情報の代わりに秘匿性の高い脳波を用いること
で安全性を向上させます。特に脳波の中でも特
定の刺激を与えたときに誘発される脳波を用い
ます。刺激には知覚できない振動刺激を用いる
ことでストレスのない認証を可能にします。現在
は認証の精度を向上させるために日々研究を

行っています。振動刺激を作成するための回路や脳波の測定、脳波デー
タを処理するための信号処理の技術など幅広い分野の知識や技術を学
び、用いることで課題を解決してきました。初めは分からないことばかり
で、うまくいかないことも多かったですが、先生や先輩に疑問をぶつけ、
定期的に行うミーティングでさら
に理解を深めました。認証精度が
向上したときは成長ややりがいを
感じました。将来は、研究活動で
学んだことを発揮し、社会に貢献
できるような技術者を目指してい
きたいです。

幅広い分野の知識や技術を学んで課題を解決

小林　裕季さん
2022年度
博士前期課程入学

私は、ガイデッドフィルタという画像処理技術の
高速化に関して研究しています。ガイデッドフィル
タは、ガイド画像と呼ばれる補助情報を使用して
処理したい画像に平滑化処理を行う、画像処理
フィルタの一つです。現状、ガイド画像がカラーの
場合、高精度な処理が可能だが時間がかかる、一
方で白黒画像（シングルチャンネル）を使うと処
理は速いが精度が下がるという課題があります。
私の目指すところは、シングルチャンネル画像を
ガイドとして使いつつ、カラー画像を使用したとき

と同等の高精度な処理結果を得られる方法を探求することです。これが実
現できれば、ガイデッドフィルタを高速に、そして幅広い場面で利用するこ
とが可能となります。実際の研究過程は、必ずしも思い通りには進まないも
のです。何度も試行錯誤を重ねても、あまりうまく行かない結果にも直面し
ます。しかし、そうした結果と向
き合いながら、研究室の仲間や
先生と協力して解決策を模索し、
研究を前進させる経験はとても
貴重なものです。卒業後は、こう
した研究を通じて身につけたス
キルを活かし、社会に貢献したい
と考えています。

次世代の画像処理技術を目指して

岸本　菜さん
2022年度
博士前期課程入学

Electronics for Informatics

私は睡眠に関する研究を行っています。毎日の睡眠
の質と量の向上は私たちの健康にとって必要不可欠
です。しかし、睡眠中の呼吸のトラブルとして睡眠時
無呼吸症候群と呼ばれる睡眠中に無呼吸を引き起
こす病気が知られています。無呼吸は生活習慣病と
相関があり、睡眠中に無呼吸が発生するので自分自
身では気づきにくいです。そこで私はDepthセンサを
用いて、対象者の呼吸に伴う腹部の上下動作を測定
することで異常な病態を早期発見・早期治療できる
ようなシステム作りをしています。Depthセンサとは、

赤外線センサを用いて対象物までの距離情報を取得できるセンサです。取得し
たデータを周波数解析することで呼吸状況がわかります。現在、掛け布団を掛け
た一般的な就寝状態でも精度の良い呼吸推定を行えるように日 ア々ルゴリズム
を変更して試行錯誤を重ねています。研究室に入ってから初めてPythonという
言語やDepthセンサに触れたため
上手くいかないことが多くありまし
たが日に日にできることが増えて研
究の楽しさを感じています。また私
の研究もそうですが、身近な生活
に潜んでいる問題点を解決してい
くので研究に対しての興味、意欲が
湧きやすいです。

身近な問題を研究として取り組む

小谷　龍雅さん
2023年度
博士前期課程入学
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医工学プログラム
電気情報系分野の技術を基盤とした
医学と工学の融合技術を学ぶ
医工学プログラムでは、電気情報系分野の技術を軸足とした上で医工学を理解することに重点
を置き、主に医療機器に利用されている電気情報系分野の技術を幅広く学ぶことで、医療機器
開発で求められる工学的ニーズや課題を理解し、異分野融合領域である医工学分野で活躍でき
る人材になることを目指します。具体的には、まず論理回路、電気回路、電子回路、制御工学、計
算機構成論等、回路の基礎やシステム制御に関わる理論を学びます。また、半導体、電気電子材
料、数値計算法、信号処理プログラミング演習
等、医療機器開発に役立つ学問を学びます。電
気情報系分野の基礎を学んだ上で、人体の構
造と機能、健康と生体情報、生命科学概論等の
医学の基礎について学び、さらに医学部付属
病院での体験実習である医工融合実践プロ
ジェクト等により、医工連携に必要な知識と
経験を深めます。卒業後は大学院進学や医工
学（医療機器開発、医療システムの分野）の他、
電気・製造業における技術者・研究者として活
躍することが期待されます。

現代の医療技術は、医療従事者が遥か昔より
積み上げてきた知識・経験に加え、工学技術が
必要不可欠です。中でも電気情報系という工学
分野には、電気・電子工学、計測制御工学、情報
工学と医療機器に必要な要素が全て包含され
ており、医工学を語る上で欠かせない一分野で
す。病院には日常的に使われる血圧計から
MRI、PET-CTといった最新の検査機器まで多
種多様なものがありますが、その多くは電気情
報系技術で成り立っています。また、医療技術と
は医療機器のみに留まらず、医師や看護師が
日々対面する患者に対して行う診断や臨床判
断という意思決定も含まれています。このような
意思決定をサポートするAI技術もまた電気情
報系分野に含まれます。本学科では主たる技術
である電気情報系科目を広く学べる上、医工学
プログラムを選択した学生に対しては、医学的
な知識や経験を本学医学部および附属病院の

スタッフから直接学ぶことができます。学部学生の段階で他分野と融合した教育を
受けられる学科は全国でも珍しく、鳥取大学にてこれまでに行われてきた医工連携
研究と、それに基づく風通しのよい風土がそれを実現しています。電気情報系分野
の専門知識はしっかりと固めつつ、その将来像の１つとして医学的センスを身に付
けた新しいエンジニアを目指してみませんか。

医学的センスを持つ電気情報系エンジニアを目指して
米子キャンパスの医学科で医学教育を
担当している植木と申します。医工学プ
ログラムでは主に鳥取大医学医学部附
属病院（以下、とりだい病院）での院内ツ
アーや医師との交流を担当させていただ
きます。とりだい病院は、診療科や職種の
壁を超えたチーム連携がとれているこ
と、ならびに病院に企業の方を招待して
共に医療機器を開発するという特徴が
あります。これらの特徴をもとに、厚生労
働省（2015年よりAMED移管）の医療
機器開発の拠点病院として活動し、26
件の製品を上市しました 。イノベーショ
ンの誕生にはひとつの特徴があります。
大学と企業、工学部と医学部など異分野

の交点からイノベーションは始まります。今後も一層、医工連携は重要に
なっていく分野です。若いうちから医療の現場に触れ医療者と交流をしてい
ただくことは、きっと皆様の将来の糧になるものと拝察しています。医工学プ
ログラムでは、低侵襲外科センター（手術支援ロボット）や救命救急セン
ター（ドクターヘリ）、スポーツ医科学センター、シミュレーションセンターな
ど、病院の魅力的な部署をまわり、見学のみならず医療機器を操作する体験
を企画し、充実したプログラムになるよう努めてまいります。皆様にお会いで
きますことを心より楽しみにいたしております。

医学と工学の融合を全力でサポートします

Medical Engineering

医学と工学を相互理解する柔軟な思考をもつ研究者に

松永　忠雄 准教授
専　　門/半導体微細加工技術
                  （低侵襲医療デバイス）
担当科目/基礎物理学 Ⅰ
                   半導体 Ⅰ（基礎） など

工学プログラムでは、高度化する先端医療技術を工学分野から支
え、さらに発展させるために、電気情報系分野の基礎学問を習得し
た上で、医学の基礎や医療デバイスへの応用技術を学びます。例え
ば、体内での低侵襲検査デバイスには光、音（超音波）、磁気などの
様々なエネルギーを利用したデバイスが多くあり、物理学を代表と
する工学分野の技術が活用されています。多機能・高機能な医療デ
バイスの研究開発には工学と医学の協力は必須で、お互いの知識
や経験を柔軟に理解すること能力を持つことが重要です。2年生か
ら電気情報系学科の基礎や応用科目に加え、医学の基礎科目を学
びます。3年生には、様々な臨床現場での見学や、医療デバイスに実
際に触れたり、医師従事者と検討したりして、多くの医療ニーズに出
会うために本学医学部付属病院での研修（医工融合実践プロジェ
クト）を行います。この様な医療現場と工学との融合に両者で協力
的な体制は国内では希少で、電気情報系学科ではマイクロセンサ
を用いた医療デバイスやシステムの研究開発、診断画像処理技術
の向上などの研究へ発展すると考えられます。異分野の学術領域
を理解しながら本学科で学んだ工学技術を融合しながら自身の知

識の枠を広げながら研究を行う経験は、医工学だけでなく、農学と工学や、工学分野内でも機械系や
化学系との融合など、多くの発展に対応できる人材としても成長すると期待しています。本プログラム
の卒業生は、電気情報系学科の卒業生と同様の様々な工学分野での就職できることに加え、医療デバ
イスメーカーへの就職も考えられ、就職の技術分野が広がります。是非、本プログラムで電気情報系学
科の知識と医学の知識を学び、医工デバイスの発展だけでなく、融合的学術領域に対応できる柔軟な
考えをもつ研究者になり、社会に貢献しましょう。

佐賀大学理工学部電気電子工
学科卒業後、自動車部品メー
カーへ就職、1996年より東北大
学大学院工学科へ出向。その後、
助教、特任准教授を経て2019
年4月鳥取大学工学部准教授。

Profile

佐賀大学大学院工学系研究科
博士後期課程修了後、2003年
10月鳥取大学工学部助手。その
後、准教授を経て2022年10月
同大学工学部教授。

Profile

鳥取大学附属病院の泌尿器科で働いておりますもりざね
と申します。泌尿器科は、副腎や腎臓、尿管、膀胱、前立腺、
尿道、精巣などの病気を主に治療する診療科です。私は、
主にこれらの悪性腫瘍を対象とした診療に携わっておりま
す。泌尿器科では診断から治療まで、一貫して診療に携わ
ることができるところが特徴になりますので、手術療法以
外にも免疫療法や分子標的治療薬などを含めた抗がん剤
治療まで幅広い診療を行っています。泌尿器科手術では
開腹手術や経尿道的な内視鏡手術、腹腔鏡手術がこれま
で主流でしたが、ここ最近は、ほとんどの開腹手術や腹腔
鏡手術はロボット支援手術へと置き換わっています。22年

前に私が医師になり、泌尿器科へ入局した当初に誰がこのような現状を予測できたでしょう
か。当科では2010年に全国的にもいち早く手術支援ロボットが病院へ導入され、これまで本
邦における安全なロボット支援手術の普及に多大な貢献をして参りました。現在でも、我々の
施設はda Vinci X, Xi, hinotori, Hugo RASと全国的にも珍しい、多くの新規手術支援ロボッ
トを有している病院です。非常に恵まれた環境にあることには感謝しかありませんが、これらの
機種の安全な普及に向けてますます精進していくべく日々診療に取り組んでおります。手術支
援ロボットへの触覚の搭載という夢を追い求めて早10年が経ちました。世界的に見ても誰も
が達成できていない大きな課題ではありますが、現在、工学部の松永先生とともにその課題を
解決するべく、共同研究を行っております。「医師だけでは解決できない」、「工学部だけでは解
決できない」このような課題に対して、共同して研究を行える環境が整っているのも、鳥取大学
の強みであると感じております。我々の研究はまだ道半ばであり、今後ますます発展することを
願うとともに、我 の々ような医工連携への取り組みがさらに広がっていくことを願っております。

手術ロボットにヒトと同様の触覚を

植木　賢  教  授
鳥取大学医学部医学科
医学教育学講座 
　　医学教育学分野  教授
シミュレーションセンター長
日本消化器病学会
　　専門医・指導医
日本消化器内視鏡学会
　　専門医・指導医

櫛田　大輔  教  授
専　　門/システム制御工学
                  (生体機能システム)
担当科目/計測と制御、
                   信号処理
                  プログラミング演習
　　　　　　　　　　   など

森實　修一  講  師
鳥取大学附属病院　
低侵襲外科センター副センター長
泌尿器科　副科長、講師
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認定・資格 学生生活の支援

電力系・プラント系の会社では必要とされる資格です。
指定科目の単位を取得し卒業すると、①第２種電気工
事士は筆記試験の免除があります。②電気主任技術者
は卒業後、実務経験を積み、申請することで資格取得
ができます。

指定される専門科目・教職関係科目の取得が必要で
す。情報については、さらに教育実習の実施が必要で
す。後生に知恵を伝える人になりましょう。

適切に履修し卒業すると、認定や資格試験の一部免除
があります。入学直後、卒業までの計画を立てましょう。

入試関連情報

前期日程：個別学力検査科目は数学(必須)と物理または英語(1教科選択＊)
です。

後期日程：個別学力検査科目は数学です。
　　　　 前後期日程ともに、大学入学共通テストは５教科７科目の利用です。
＊選択教科は得意な1教科だけ受験することも、両方受験することもできます。
（両方受験の場合は得点の高い方で判定）

学校推薦型選抜Ⅰ：高等学校の工業に関する学科または総合学科の工学分野を
卒業見込みの方を対象としており、大学入学共通テストを課
しません。

学校推薦型選抜Ⅱ：対象の高校に制限はなく、大学入学共通テストの成績を利
用します（３教科４科目）。令和６年度入試から定員を１２名
に増員します。

総 合 型 選 抜Ⅱ：大学入学共通テストの成績（３教科４科目）を利用する総合
型選抜を実施します。令和７年度入試から実施予定です。

いずれも面接を実施します。

毎年、夏に「オープンキャンパス」を実施しますので、
ぜひご参加ください。最新の詳しい情報は、下記URL
の鳥取大学入学試験情報でチェックしてください。
http://www.admissions.adm.tottori-u.ac.jp/

一般選抜

学校推薦型選抜

充実した学びを支援する制度

学生の生活・教育・研究指導の体制として、１年か
ら３年次までは学級教員制、４年次では指導教員
制があり、きめ細かな指導（約10名の学生に１名
の教員）が行われます。学級教員は卒業研究の着
手条件という「関所」を、教育・生活指導をすること
によってクリアできるように支援します。指導教員
は、学生が４年次の１年間を研究室という教育・研
究の場で過ごすことを通じて、社会に参画するため
に必要な能力である社会性や協調性などの人間力
が身に付くように指導します。

1年次では、大学生活を有意義なものにするための
「入門ゼミ」、電気情報系の専門分野でどのような
夢が描けるかがわかる「電気情報系総論」、工学の
技術者や研究者に必要な「工学倫理」や「キャリア
入門」などの必修科目を学びます。

講義・演習・実験などにはTA(ティーチング・アシス
タント)を配置し、手厚い教育指導により学びを支
援します。

先輩学生による支援

導入科目の充実

学級教員制による大学生活のケア

鳥取大学は、「数理・データサイエンス・AI教育プログラ
ム認定制度（リテラシーレベル）」の認定大学です。工学
部では、さらに実践的な能力を身に付けるために、「数
理・データサイエンス・AI応用基礎プログラム（工学）」
を履修することができます。履修修了者には、機械学
習・ビッグデータ・AIなどの応用能力が身に付いた証と
して修了証が発行され、企業への就職などに役立てる
ことができます。

教員免許（高等学校教諭一種：情報、工業）

電気主任技術者・電気工事士

数理・データサイエンス・AI応用基礎プログラム（工学）

Campus
Life
Campus
Life

２年生に進級する際、４つのプロ
グラムから１つを選択します。２年
生以後、プログラムごとに必修科
目が決まっていますが、時間割に
重なりがほとんど無いので必修で
はない科目の履修も可能です。そ
の結果、例えば電気に強い情報系
の学生として学ぶことも努力次第
で可能です。

プログラム選択

学生生活を経済的に支援するために、奨学金を付与・貸与する制度や
授業料・入学金を免除する制度があります。

キャリアセンターによる全学的な支援に加え、就職担当教員が、電気
情報系学科で学んだ専門知識や技術を生かすことができるように就
職活動を支援します。

■ 学科同窓会（湖鳥会）：給付型学費援助奨学金制度
■ 工学部同窓会：学費援助奨学金の貸与

国際交流センターと協力し、多様な文化の学習や語学研修のための
留学を支援します。いくつかの奨学金制度も用意されており、学生の海
外留学に対して経済的に支援します。

心身ともに健やかに学生生活が送れるように、学生支援センター・保
険管理センターと協力して支援します。学生相談員や学生なんでも相
談窓口、カウンセリングを含めた健康相談などを通じて相談できます。

■ 学科同窓会（湖鳥会）：国際会議発表のための海外渡航助成
■ 工学部同窓会：海外研修奨学金の貸与

心身の健康サポート

海外留学の支援

就職支援

経済的支援

サークル

授業
学生実験

入学 授業

入試

2年生
進級

Campus LifeCampus Life
Faculty of Engineering, Tottori University

大学祭「風紋祭」
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留学

大学3年の夏休みに約一ヶ月間カナダ
のウォータールー大学へ、英語留学に
行きました。海外に一度も行ったことが
なかったので、行ってみたいと思い参加
しました。現地ではホームステイをし、
現地の文化や英語の勉強を行えまし
た。また毎日のようにイベントがあった
ので、現地の人や海外の人たちともすぐ
に仲良くなれ、非常に良い経験となりま
した。

木村　舞衣さん
2020年度博士前期課程修了

竹本　祐基さん
2022年度博士前期課程修了

佐藤　和崇さん
2022年度博士前期課程修了

在学生の学外での活躍 (2021.04～2023.03)

優秀発表賞

連合大会奨励賞

連合大会奨励賞

連合大会奨励賞

論文賞

優秀論文発表賞Ｂ

優秀論文賞

優秀研究賞

連合大会奨励賞

優秀プレゼンテーション賞

優秀研究賞

論文賞

最優秀インタラクティブ発表賞

最優秀プレゼンテーション賞

Best Student Paper Award

フレッシュITあわ～ど入賞 

フレッシュITあわ～ど佳作

Outstanding Poster Paper Award

連合大会奨励賞

功労賞

貢献賞

貢献賞

貢献賞

功労賞

功労賞

学生貢献賞

学生貢献賞

佐藤　和崇

稲松　優利

中川　博嗣

山下　竜太

太田　龍聖

山下　竜太

山下　竜太

山下　竜太

山下　竜太

原田　真尋

鈴木　来都

柴田　健斗

岩崎　芙由子

山田　拓也

児島　昌也

吉仲　菜津喜

鈴木　崇郁

古家　廉太郎、   他3名

柴田　健斗

伊藤　詩恩

小林　裕李

鈴木　来都

平野　怜央

橋本　翼、   山田　拓也

中島　宏智

奥　朋晃　

向井　宏太朗

学会発表等
での授賞
19件

学会等へ
の貢献
７件

●受賞名称 ●授賞団体等 ●受賞者

「エレクトロニクスにおける
マイクロ接合実装技術シンポジウム（Mate2023）

電子情報通信学会中国支部 

電子情報通信学会中国支部 

電子情報通信学会中国支部 

電子情報通信学会短距離無線通信研究会

電気学会

情報処理学会中国支部

第24回 IEEE広島支部学生シンポジウム(HISS)

電子情報通信学会中国支部 

第24回 IEEE広島支部学生シンポジウム(HISS)

第24回 IEEE広島支部学生シンポジウム(HISS)

電子情報通信学会短距離無線通信研究会

電子情報通信学会

第23回 IEEE広島支部学生シンポジウム(HISS)

International Symposium on Communications and 
Information Technologies (ISCIT 2021)

電子情報通信学会中国支部学生会

電子情報通信学会中国支部学生会

International Display Workshops (IDW'22)

電子情報通信学会中国支部

電子情報通信学会中国支部

第24回 IEEE広島支部学生シンポジウム(HISS)

第24回 IEEE広島支部学生シンポジウム(HISS)

第24回 IEEE広島支部学生シンポジウム(HISS)

第23回 IEEE広島支部学生シンポジウム(HISS)

第23回 IEEE広島支部学生シンポジウム(HISS)

令和3年度 電子情報通信学会バイオメトリクス研究専門委員会

令和2年度 電子情報通信学会バイオメトリクス研究専門委員会 

私は2月から3月にかけて2か月間、カナ
ダのサイモンフレーザー大学で研究イ
ンターンシップに参加しました。現地で
は、幅広い視野を持ち行動に移す人々の
姿から、多くの刺激を受けました。留学と
いう決断は勇気が要りましたが、研究生
達や教授と英語で議論したり、異文化を
体験できたことは、今度の人生において
かけがえのない財産になったと思いま
す。

私は大学院2年の9月から4か月間、カナダの
サイモンフレイザー大学で研究インターンシッ
プに参加しました。現地では、研究室に所属し
研究活動を行うだけでなく、講義や学内イベ
ントにも参加しました。学生一人一人が自ら
考え積極的に研究や講義に取り組む姿に大
きな刺激を受けました。この留学で経験し学
んだこと、出会えた人たちは、かけがえのない
財産です。

4年生

卒業式 社会人

大学院

卒業研究着手就職活動

学会発表

卒業研究
発表会

Campus LifeCampus Life
Faculty of Engineering, Tottori University
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鳥取大学工学部

電気情報系学科
Department of Electrical Engineering and Computer Science,

FACULTY OF ENGINEERING,  TOTTORI UNIVERSITY

●東京（羽田）から ＿＿＿ 約1時間15分
●鳥取砂丘コナン空港からタクシーで約5分

●京　都から ＿＿＿ 約3時間25分
●大　阪から ＿＿＿ 約2時間55分
●三ノ宮から ＿＿＿ 約2時間40分
●姫　路から ＿＿＿ 約2時間05分
●広　島から ＿＿＿ 約5時間30分

飛行機

バ　ス

●東　京から ＿＿＿ 約4時間55分
●名古屋から ＿＿＿ 約3時間10分
●京　都から ＿＿＿ 約3時間
●大　阪から ＿＿＿ 約2時間30分
●三ノ宮から ＿＿＿ 約2時間10分
●姫　路から ＿＿＿ 約1時間30分
●岡　山から ＿＿＿ 約1時間45分
●高　松から ＿＿＿ 約2時間50分
●広　島から ＿＿＿ 約2時間30分
●博　多から ＿＿＿ 約3時間35分
●JR鳥取駅からJRで約10分、JR鳥取大学前駅で下車すぐ

鉄　道

しゃんしゃん祭り

東京

大阪岡山

2

東京←→鳥取
約1時間

大阪←→鳥取
約2時間

岡山・京都
大阪から
特急1本

大山

湖山池

鳥取砂丘

鳥取大学工学部

電気情報系学科

a c c e s s  m a p

鳥取県庁

鳥取大学
乾燥地研究センター

県立中央病院

鳥取湖陵高校SECOM

鳥取商業高校

鳥取大学前駅

山陰本線

湖山駅

鳥取駅 至京都

至京都

至岡山

至
吉
岡
温
泉

至
米
子

ヤマタ
スポーツパーク

至姫路至郡家

鳥取砂丘日　本　海

鳥取西 IC
鳥取 IC

鳥取自動車道

9

53

53

29

鳥取砂丘
コナン空港

鳥取港

湖山池

鳥取大学工学部


